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y ドにおいても，大きな影響と反響を引き起こ Lた。 wフラ Yス革命の省察』



























，:/・ワイノレドの指導を受けた， という。そこで 2年過ごし， 1787年に弁護士
となり，改革運動に入ってい〈のであるが， ミラーとの接触の詳細はそれ以上
は分からないυ。
ア一月キン (Henry Erskine， 1746-1817) やフレヅチャー (Archibald
Fletcher， 1745-1828)のようなウィック。急進派はいうまでもなく，スコッ干ラ
y ドの啓蒙知識人は，当初は概ね革命を歓迎したようである。前述りマッキン
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反逆罪で起訴された ξ ュアの裁判は， 1793年 8月30，31日の両日に，エディ
ンハラの高等刑事裁判所で，主宰者ロパー l・7 クウィーン，プラックメ、フィ
ノレド卿法務次官(かれはやがて「首つり判事」の異名をとる〉と 4人の裁判
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トラ γド全土人民の友の会代議員第一回大会 1 (First General Convention of 








場するものは， ~愛国者」第 5 ， 6， 12号 fベイリィにお円る多数の改革の
友によって広認された権利宣言と国民への訴え~， ~統治者と被治者の問の対
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ンベノレ(JohnCampbell 01 Stirling)とトマス・マクノレーガー (ThomasMac-
Grugar)に特に期待をし， ヨークジャーの改革案と論議について十分な説明
をおこなうべく意を用いた。にもかかわらず， λ コットランドの支援を得られ
なかった山。 1760年代のウィノレグスによる反スコットラ Y ド・キャンベー γに
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γ トロ ズ以下の3ハヲだけであった。 1783年5月のピットの動議の失敗はス
コットランドの改革運動を挫いた。カウ γ ティの改草提案l士強い抵抗に出会っ















はり成立しなかったョダンダスが反対L. シr リダンはフォッ F月の忠告をい
れて提出を翌年お〈りにするというのが，儀礼化Lていたといわれる2九 1792
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う。 1 国王の立法権。 2 課税権。税の抑圧。 3.司法権。国王はあらゆる
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崎怜，Wクリトゥの手紙』についてJ(1ト(札 『香川|大学経済論議034-5. 6， 35-1， 36-2， 1962 
~3年，を参照されたい。

















り拙稿「νョン目 ξ ラ にお付る「科学」と「政治J. W甲南睦済学論集.s28-4， 1988年 3月を
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